
島嶼型低炭素社会システムづくり
～エコアイランド宮古島を目指して～

宮古島市
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池間島
大神島

伊良部島

下地島

来間島

宮古島

人口 約55,000人
面積 約205㎢

（内8割が宮古島）

気候 亜熱帯性気候
気温 年平均23.3℃
降水量 年平均2,000㎜
湿度 年平均79%

宮古島断面（概略）

東平安名崎

（国指定名勝
地）

山川湧水前浜ビーチ サトウキビ畑

宮古島市の風景

宮古島市の概況

四方を海に囲まれた隆起珊瑚礁からなる平坦な島で、生活用水は地下水、主産業は観光と農
業で構成されており、年間約40万人の観光客が来島します。
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エコアイランド宮古島の背景

生活の豊かさが増す一方で、島の自然環境への負荷や島外資源への依存度が地下水汚染、不法投
棄等の形で現れはじめたことから、いつまでも住み続けられる島を目指すため、「エコアイランド宮古
島」を宣言しました。

人口の減少

生産（消費）活動の増加

交流人口の増加

地下ダム建設、農業基盤整備

地下水硝酸性窒素濃度上昇 不法投棄問題

水道・電気・港湾整備

S50 H1 H20S30

環境負荷現象？

社会基盤整備

バイオP（ﾘﾝ）、堆肥化事業

ゴミ等減量化等条例整備

風力、太陽光発電事業、バイオ
エタノール等バイオマス事業新エネルギー

環境保全

循環型社会の構築

環境保全の推進

産業観光の振興

平成20年3月 ３



基準年（2003年）排出量：34万ｔ-CO2
(千t-CO2)

低炭素型エコアイランドの構築

さとうきび等による
自給自足のエネルギー供給

クリーンエネルギーによる
運輸部門のCO2フリー化

太陽と市民のエネルギーを
活用したエコアクション

サトウキビ製糖残渣による

バガス発電、バイオエタノール

廃食油によるBDF

メガソーラー、蓄電池

エコカー、充電設備

東南アジア型エコハウス

部門別排出割合
の高い運輸、家庭
部門のエネルギー
対策を中心とした
削減計画を実施。
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宮古島市の排出削減イメージ

約30%減

約70%減

(年度)

排出削減イメージ
低炭素化への取り組み

エコツアー

部門別排出割合

人材育成、意識啓発とその検証
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資源循環型の低炭素まちづくり

自然環境の保全及び観光資源の維持のため、島内バイオマスを活用した資源循環型
の島を構築することを目的に宮古島市バイオマスタウン構想を策定し、次の６つの
事業を取り組んでいます。

農業用機械

消化液

E3

飼料作物
剪定枝

一般ゴミ

砂 糖

ガスボイラー燃料

自動車燃料

畜 産

産業系

食用廃油汚泥

生ゴミ

被害木

水産廃棄物

泡盛蒸留粕

家畜排泄物

さとうきび

CO2軽減

① 堆肥化事業 ② 液肥化事業

③ 資源有効利用事業

④ エタノール生産事業⑤ メタン発酵事業

⑥ ＢＤＦ事業

製糖工場

宮古島市上野資源リサイクルセンター

地下ダム

地下水負
荷軽減

地下水負
荷軽減

農 地

農地還元

蒸留廃液

ケーキ 廃糖蜜

バガス

CO2軽減

CO2軽減
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・島嶼地域によるアジア型エコハウスとマイクログリッドの実証を行い、島内外に独立型低
炭素社会システムの技術発信を行っていきます。また、エネルギー自給率の向上を目指し、
天然ガス及び潮流・波力発電施設整備に取り組みます。
・島全体をエネルギーパークとして市庁舎を中心に放射状に点在する新エネルギー施設を
４つのエリアに分け、周遊しながら新エネを体感できるエコ観光商品の開発を行います。

島尻ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ

資源ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

宮古ﾊﾞｲｵｴｺｼｽﾃﾑ
研究ｾﾝﾀｰ

E 3製造施設

沖縄製糖

ｴﾀﾉｰﾙ製造施設

宮古島市役所

地下ダム資料館

メガソーラー、蓄電池、制御装置
等を整備し、安定した電力供給の
実証を行う「マイクログリッド実証
事業」

風

太
陽
熱

太
陽
光

新エネ・バイオマス・
３Ｒ・クリーンアップ
などの取り組みを網
羅した「エコストア」
（本年11月オープン
予定）

沖縄の気候風土から生まれた伝統的
な住まいづくりに太陽熱を利用した環
境技術を組み合わせた
「アジア型エコハウス」

地下ダムエリア

バイオマスタウン構想エリア

エネトピア構想エリア

Ｅ３ランド構想エリア

省エネ設備導入

低炭素社会システムの独立型モデルの実証と「見える化」事業

川満ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ

【訳者の方へ】
図中の地名は
翻訳の必要ありません。

狩俣風力発電
実証施設
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エコアイランド宮古島の活動

宮古島で展開されている持続可能な島を目指したエコ活動は「地下水保全」、「海洋保全」、
「地力保全」の環境（資源）保全と人材育成や環境保全活動の醸成、新産業の創出に繋
がっています。

ビーチクリーン

サンゴ礁観察

資源循環活動

堆肥化事業

農家

みどりの街角賞

生ゴミ回収
廃棄物

エコ活動支援

美ぎ島（かぎすま）
募金ステッカー

市民活動表彰

サトウキビ畑

ボランティアティゴミ袋
提供

森づくり

稚ガニ放流

環境(資源)保全活動

水のノーベル賞受賞（ストッ
クホルム青少年水大賞）

海洋保全地力保全

地下水保全

緑化活動

マンゴー

タウンクリーン

農産物

加工

ずっと住み続けられる島

クリーン活動

バイオマス
エネルギー化

ＢＤＦタク
シー
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今後の課題

・低炭素まちづくりの市民周知

・市民活動団体等の連携構築

・活動成果の「見える化」事業（商品開発）

エコアイランド宮古島構想の下、自然環境と共生しつつ、

地域資源を活用した低炭素社会の構築に向けて取り組みます。
宮古島市
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